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“９
・
１８ 

柳
条
湖
事
件
か
ら
７９
周
年
” 

尖
閣
諸
島
事
件
の
冷
静
な
対
応
と
平
和
的
解
決
を
！ 

 
 

９
月
１８
日
、
天
満
屋
ア
リ
ス
の
前
の
商
店

街
で
、
日
中
不
再
戦
の
横
断
幕
と
の
ぼ
り
を

立
て
て
、
ビ
ラ
ま
き
を
行
な
い
ま
し
た
。 

拡
声
器
で
訴
え
な
が
ら
、
１０
時
３０
分
か

ら
始
め
ま
し
た
が
、
ビ
ラ
の
枚
数
が
少
な

く
、
ま
た
こ
の
日
は
特
に
、
参
加
者
が
多
く
、

あ
っ
と
い
う
ま
に
配
り
終
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
宇
野
、
貝
吹
、
小
林
、
竹

内
、
真
田
理
事
と
井
上
、
原
会
計
監
査
、
帰

国
者
の
山
根
さ
ん
と
三
島
さ
ん
の
９
人
も
の

大
勢
で
し
た
。
人
数
が
多
い
と
元
気
が
出
ま

す
ね
。 

ま
た
、
井
上
さ
ん
と
原
さ
ん
の
頑
張
り
に

は
頭
が
下
が
り
ま
す
。  

 
 

 
 

（真
田
） 

 

 
 

９
月
１８
日
日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
で

は
、
大
森
支
部
長
以
下
６
人
の
役
員
が
倉
敷

駅
頭
で
「９
，
１８
そ
れ
は
な
ん
の
日
？
」の
ビ
ラ

を
配
り
、
日
中
友
好
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

土
曜
日
の
午
前
中
と
あ
っ
て
、
倉
敷
駅
頭
は

観
光
目
的
の
乗
降
客
も
多
く
、
他
団
体
か
ら

 

９
月
１２
日
、
倉
敷
市
民
会
館
第
４
会
議
室

で
開
か
れ
た
日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
の

「
第
４
回
中
国
問
題
文
化
講
座
」
は
、
参
加
者

が
五
十
余
人
で
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
な
る
盛
況

で
し
た
。
こ
の
回
は
倉
敷
市
と
倉
敷
医
療
生
協

が
後
援
し
ま
し
た
。 

 

元
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教
授
の
南

智
先
生
を
お
招
き
し
て
「
岡
山
県
の
満
蒙
開

拓
」
と
題
し
て
お
話
を
聴
き
ま
し
た
「
満
蒙
開

拓
」
は
先
生
の
研
究
分
野
で
、
す
で
に
友
好
協

会
の
「
季
刊
・
中
国
」
誌
に
も
青
少
年
義
勇
軍

に
つ
い
て
の
報
告
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
話
が
核
心
に
は
い
る
と
参
加
者
は
ぐ
い
ぐ
い

と
話
に
引
き
込
ま
れ
、
大
き
な
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。 

 

岡
山
県
の
満
蒙
開
拓
は
昭
和
六
年
の
満
州

事
変
に
さ
か
の
ぼ
り
、
昭
和
九
年
の
第
３
次
移

民
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
戦
争
末
期
ま

で
に
は
２
８
５
８
人
が
移
民
に
加
わ
り
ま
し

た
。
移
民
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
岡
山
県

「満蒙開拓」とは？ 
 １９３１年（Ｓ，６年）、関東軍による計画的な謀略

で、奉天の近く柳条湖で鉄道が爆破され、満州事

変が起こされました。その翌年にはカイライ「満州

国」が建国されました。この「満州国」を維持・防衛

するために、主として軍事目的で満州移民が計画

され、それはあわせて国内の農村窮乏対策とされ

ました。 

 「満州」に送り出された移民の総数は、約３０万人

に達したが、成年男子は徴兵され、ソ連の参戦に

よって壊滅した。残った婦女や子どもたちは逃げま

どい多数の中国残留婦人や孤児たちをつくりだし

た。 

 しかし、この「満蒙開拓」によって一番被害を受け

たのは、中国の現地農民たちだった。関東軍の武

力を背景に一戸五円の値段で追い立てられまし

た。（五円は当時の一ヵ月の生活費でした。昭和８

年当時の大工の手間賃一日２円でした）。満蒙と

は満州とモンゴルの略です。 

で
は
浅
口
郡
大
島
村
を
二
分
し
、
な
か
ば
強

制
的
に
移
民
さ
せ
る
「
分
村
移
民
」
政
策
も
と

ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
岡
山
県
は
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇

軍
」
で
は
、
長
野
県
、
広
島
県
と
と
も
に
全
国

で
三
大
送
出
県
と
な
り
そ
の
数
は
２
７
０
３
人

に
達
し
ま
し
た
。
青
少
年
義
勇
軍
は
、
成
人
が

兵
役
に
と
ら
れ
る
中
で
小
学
校
高
等
科
卒
の

１５
才
や
１６
才
の
少
年
に
侵
略
の
片
棒
を
か
つ

が
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
争
の
終
結
に
あ
た
っ

て
は
満
蒙
開
拓
を
推
進
し
た
関
東
軍
や
国
か

ら
も
見
放
さ
れ
、
飢
餓
と
悪
疫
の
な
か
を
逃

げ
ま
ど
う
状
態
に
放
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

南
先
生
は
「
学
校
教
育
と
義
勇
軍
の
関
わ
り

は
深
い
」
と
当
時
の
教
育
の
責
任
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
は
「
義
勇
軍
を
出
せ
な
い
よ
う

な
教
育
は
日
本
の
教
育
で
は
な
い
」
と
「
興
亜

教
育
」
の
実
践
が
叫
ば
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
侵

略
戦
争
に
駆
り
出
し
た
教
育
の
戦
争
責
任
が

あ
ら
た
め
て
す
る
ど
く
問
わ
れ
ま
し
た
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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岡山・倉敷で街頭宣伝 

岡山支部・倉敷支部 

の
宣
伝
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
の
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
日
本
の
巡

視
艇
と
中
国
漁
船
の
衝
突
事
件
も
反
映
し
、
ビ
ラ
を
受
け
と
っ
た
人
の
中

に
は
「尖
閣
列
島
で
の
衝
突
事
件
は
ど
う
な
ん
だ
？
」
と
心
配
顔
で
尋
ね
る

姿
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
宣
伝
隊
は
「
中
国
と
日
本
は
お
隣
同
志
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
問
題
も
起
こ
る
が
、
ど
ん
な
場
合
で
も
冷
静
な
対
応
と
平
和
的
に
話
し

合
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
肝
心
。
過
剰
な
反
応
は
避
け
て
日
中
友
好
を
貫

き
ま
し
ょ
う
」
と
心
か
ら
訴
え
ま
し
た
。
道
行
く
人
も
納
得
さ
れ
た
よ
う

す
で
立
ち
去
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外
か
ら
の
観
光
客
に
は
倉
敷
の
道

案
内
な
ど
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

会場いっぱいの五十余人 

倉敷支部・第四回中国問題文化講座 



 

わ
れ
わ
れ
支
援
者
の
熱
心
な
指
導

も
必
要
だ
と
。 

（３
） 

２
世
、
３
世
の
就
労
問
題 

 
 

就
職
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
日
本

社
会
で
、
２
世
、
３
世
に
ど
う
や
っ
て

支
援
し
て
あ
げ
る
か
に
つ
い
て
も
討

論
し
ま
し
た
。
就
労
に
必
要
な
技

能
、
日
本
語
能
力
の
習
得
、
情
報
提

供
な
ど
主
に
３
つ
の
面
の
支
援
を
充

実
し
て
い
く
と
い
う
結
論
に
な
り
ま

し
た
。 

２
、
内
容 

〈１
日
目
〉 

（１
） 

厚
生
労
働
省
に
よ
る
行
政

説
明 

中
国
帰
国
者
に
対
す
る
支

援
策
の
動
向
に
つ
い
て 

（２
） 

帰
国
者
の
体
験
発
表 

（３
） 

自
立
指
導
員
に
よ
る
体
験

発
表 

（４
） 

セ
ン
タ
ー
授
業
見
学 

（５
） 

グ
ル
ー
プ
別
意
見
交
換
会 

〈２
日
目
〉 

（１
） 

意
見
交
換
会
ま
と
め 

（２
） 

質
疑
応
答 

３
、
今
後
の
課
題 

 
 

交
流
の
場
で
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

の
仕
事
で
感
じ
た
こ
と
、
今
は
ま
だ

解
決
で
き
て
い
な
い
問
題
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
議
論
し
ま
し
た
。 

（１
） 

介
護
の
問
題 

帰
国
者
１
世
が
高
齢
に
な
っ
て

き
て
介
護
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
国
の
対
応
は
ま
だ

不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
国
と
し
て
の

仕
組
み
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
帰

国
者
の
要
望
を
行
政
の
方
々
に
伝
え

て
あ
げ
ま
し
た
。 

（２
） 

日
本
語
の
問
題 

 
 

帰
国
者
の
中
で
は
、
日
本
語
が
な

か
な
か
上
達
し
な
い
、
日
本
語
が
で

き
な
い
の
で
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
心
の
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
日
本
語
教

室
や
、
地
域
生
活
支
援
や
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
り
一
層
充
実
し
て

い
く
と
合
意
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

本
人
の
勉
強
意
欲
を
起
こ
す
た
め
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
中
国
帰

国
者
支
援
者
研
修
会
を
中
国
・
四

国
帰
国
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主

催
、
広
島
県
社
会
福
祉
会
館
で
９

月
１０
日
～
１１
日
の
二
日
間
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
広
島
県
、

島
根
県
、
鳥
取
県
、
岡
山
県
、
香
川

県
、
高
知
県
、
徳
島
県
、
の
７
県
か

ら
の
帰
国
者
支
援
者
計
４０
名
。
そ

れ
以
外
に
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
・

援
護
局
援
護
企
画
課
中
国
孤
児
等

対
策
室
地
域
支
援
係
長
大
石
孝
善

さ
ん
及
び
広
島
県
・
高
知
県
の
行
政

に
関
わ
る
職
員
４
名
も
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
会
議
に
つ
い
て
、
以

下
三
つ
の
部
分
か
ら
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
（
１
）
会
議
の
目
的
（
２
）
会
議

の
内
容
（３
）今
後
の
課
題 

１
、
会
議
の
目
的 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県

と
関
係
市
町
村
に
お
い
て
中
国
残

留
邦
人
が
安
心
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
支
援
相

談
員
を
設
置
し
、
ま
た
、
生
活
支
援

の
一
端
と
し
て
自
立
指
導
員
、
自
立

支
援
通
訳
な
ど
を
派
遣
す
る
な

ど
、
よ
り
細
か
な
支
援
を
行
え
る
よ

う
な
体
制
が
整
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

居
住
地
域
や
支
援
者
の
経
験
の
差

な
ど
で
、
地
域
に
よ
り
支
援
に
偏
り

が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
研
修
会
に
通

じ
て
、
中
国
残
留
邦
人
へ
の
支
援
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
情
報
交

換
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
理
解

し
、
連
携
を
深
め
る
。 

   

講
座
の
受
講
生
な
ど
馬
老
師
の
人

脈
に
よ
る
人
々
で
、
半
数
以
上
が
初

め
て
の
参
加
で
す
。 

教
室
は
、
馬
さ
ん
の
流
暢
な
日
本

語
で
レ
シ
ピ
の
説
明
が
あ
り
、
西
森

料
理
教
室
担
当
理
事
の
水
を
得
た

魚
の
よ
う
な
的
確
な
仕
切
り
、
さ
ら

に
馬
さ
ん
の
弟
と
従
姉
妹
の
協
力
に

よ
り
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出
来
立

て
ほ
や
ほ
や
の
料
理
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
間
に
、
真
田
副
理
事
長
よ
り

「
日
中
岡
山
は
、
中
国
語
講
座
以
外

に
も
料
理
教
室
、
太
極
拳
な
ど
楽

し
い
行
事
を
行
い
、
日
本
と
中
国
の

友
好
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。
」
と

話
し
、
合
わ
せ
て
今
年
創
立
６０
周

年
に
な
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

西
森
理
事
か
ら
次
回
の
教
室
は
、
２

月
の
春
節
の
こ
ろ
に
黄
艶
萍
さ
ん
を

講
師
に
開
き
た
い
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

９
月
１２
日
、
日
中
友
好
協
会
岡

山
支
部
主
催
の
第
３
５
回
中
国
料

理
教
室
が
岡
輝
公
民
館
で
２８
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
馬
小
菲
さ
ん
を
講
師

に
内
モ
ン
ゴ
ル
地
方
の
家
庭
料
理

（
え
の
き
の
和
え
物
（
凉
拌
金
针
菇
）

（
リ
ア
ン
パ
ン
チ
ン
チ
ェ
ン
ク

ゥ
）/ 

な
す
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
か
ぼ

ち
ゃ
の
煮
物
（
炖
茄
子
）
（
ト
ゥ
ン
チ

ア
ズ
）/ 

豚
肉
の
蒸
し
物
（
扣
肉
）
（
コ

ゥ
ロ
ウ
）/ 

中
華
ナ
ン
の
巻
物
（
単
餅

巻
菜
）（タ
ン
ピ
ン
チ
ュ
ア
ン
）
）を
作
り

ま
し
た
。 

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
中
国
語

第
３５
回
中
国
料
理
教
室 

２８
人
の
参
加
で
楽
し
く 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
１
日
（金
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

貝吹 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

日
中
岡
山
太
極
拳 

高
齢
者
福
祉
施
設
の
夏
祭
り
で
大
好
評
！ 

８
月
２９
日
私
の
勤
め
る
福
祉
施

設
の
夏
祭
り
に
太
極
拳
の
仲
間
３

名
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

風
華
太
極
拳
（
日
中
友
好
協
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
狭
い
場
所
で
も
出
来

る
簡
化
２４
式
太
極
拳
）
と
太
極
功

夫
扇
を
表
演
し
ま
し
た
。
風
華
太
極

拳
に
つ
い
て
、
施
設
の
人
た
ち
に
は

「ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
よ
か
っ
た
。
」「あ

の
曲
は
聞
い
て
い
る
だ
け
で
癒
さ
れ

る
。
」
と
大
好
評
で
し
た
。
覚
え
た
て

の
太
極
功
夫
扇
は
、
本
番
で
は

B
G

M

の
音
が
出
な
い
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
、
そ
れ
で
か
え
っ
て
度
胸

が
座
り
、
な
か
な
か
上
手
く
そ
ろ
わ

な
か
っ
た
扇
が
バ
シ
ッ
と
決
ま
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
本
当
に

覚
え
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
！
」
「
と
こ
と
ん
や
り
き
れ
ば
本

番
で
あ
が
ら
な
い
！
」
と
少
し
自
信

が
持
て
た
よ
う
で
し
た
。 

 

盆
踊
り
の
太
鼓
（
私
が
叩
い
た
）
と

と
も
に
私
た
ち
の
熱
い
夏
は
終
わ
り

ま
し
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。
一
緒

に
表
演
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝

で
す
。  太

極
拳
指
導
員 

 

岡
田 

 

民 

 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
中
国
帰
国
者
支
援
者
研
修
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て 

岡
山
市
帰
国
者
支
援
相
談
員 

黄
艶
萍 

２
０
１
０
年
９
月
１４
日 

 

カレンダー購入の申し込み先 

☆ 日中友好協会 岡山支部 

    電・ＦＡＸ 086－272－3010（竹内和夫方） 

    電・ＦＡＸ 086－277－2470（小林軍治方） 

☆ 日中友好協会 倉敷支部 

    電・ＦＡＸ 086－446－2711（宮地義男方） 

☆ 総社日本語教室 事務局 

    電・ＦＡＸ 0866－99－2650（西森文子方） 


